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マクロ経済政策の課題

I. ケインズの問題

A. 資本主義経済の現状認識

1. 資源の不完全利用

a. 集計量による分析

b. 生産部門間の問題

2. 日本経済の現状

a. 物価と利子率の低迷

b. ベヴァリッジ曲線

B. 政府による需要の創出

1. 財政政策

a. 公共投資

b. 減税

2. 金融政策

a. 貨幣供給量

b. 利子率

II. 経済変動の安定化

A. インフレーションの社会的費用

1. インフレーションが予見される場合

a. 価格改定の費用

b. 資産の現金化の費用

c. 価格体系の歪み

2. インフレーションが予見されない場合

a. 情報収集の費用

b. 貸付契約の縮小

3. 所得および資産の再分配

a. インフレーション税

b. 実質税負担

B. 所得変動の社会的費用

1. 不確実性下の効用

a. 期待効用

b. 危険回避

(1) 絶対的危険回避度 Äu
00(ñx)
u0(ñx)

： ôa = Ä1
2

u00(ñx)
u0(ñx)

Åvar(za)

za = xÄ ñx; ôa = ñxÄ xc; ñx = E[x]; u(xc) = E[u(x)]
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(2) 相対的危険回避度 Äñxu
00(ñx)
u0(ñx)

： ôr = Ä1
2

ñxu00(ñx)
u0(ñx)

Åvar(zr)

zr =
xÄ ñx
ñx
; ôr =

ñxÄ xc
ñx

; ñx = E[x]; u(xc) = E[u(x)]

2. ルーカスの計測

a. 効用関数

uc =
c1Äç

1ÄçÄ 1; çは正の定数; ç= Äcu00=u0

b. 消費の時間径路

log ct = ãt+è; èò N(Äõ
2

2
; õ2)

ct = (1 + g)
tz; log(1 + g) = ã; log z = è

E[c0] = E[z] = 1

c. 変動の費用
初期値 c0 の値が 1 で等しく，波動のない時間径路 fñctg，ñct = (1+ g)t と比較

Eu[(1 +ï)z] = u(1); E[z] = 1

log(1 +ï) =
1

2
çõ2 したがって ïô 1

2
çõ2

d. ïの数値表

ç õ

0.013 0.039 0.120

1 0.00008 0.00072 0.0065

5 0.00042 0.0038 0.034

10 0.00084 0.0076 0.068

20 0.0017 0.015 0.136

参考：　アメリカ合衆国，第二次世界大戦後，1980年代初頭まで：　õ= 0:013

アメリカ合衆国，1983年（ï= 0:001 とした場合の試算）
消費支出 変動の費用 人口 一人当たりの変動の費用
2兆ドル 20億ドル 2億3400万人 8.5ドル

e. 問題点

(1) 相対的危険回避度の推定値

(2) 消費関数の特定化

(3) 代表的個人の効用

参考 z が対数正規分布：　è= log z， èò N(ñ;õ2)　であるとき，
E[z] = exp[ñ+ (õ2=2)] である．

したがって èò N(Äõ
2

2
; õ2) ならば，õ2 の値にかかわらずE[z] = 1 である．
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